
チャレンジ試走会 段階 所要時間

中級～上級 分(中)50

１．心構え

・簡単なタイピングができる。

・簡単なまきものの仕組みが分かる。

２．材料

・梵天丸人数分 ・コンピュータ人数分

・ケーブル人数分・感想記入用紙・学習プリント

（簡単なプログラムを書いたもの）

・試走会予選コース 二枚（工作用紙をつなげて

作る） ・試走会本戦コース （体育館など広

い場所にビニールテープでコースコースをつく

る ）。

３．作り方

①今日の目標を確認させる。

②各自の持ち物を確認させる。

③スイッチを入れて動くことを確認させる。

④梵天丸が止まる位置により得点が決まるこ

とを説明する。

⑤時間を示して、残り１０分前までプログラ

ムに挑戦させる。

⑥上手にできない生徒はサンプルプログラム

を見せてチャレンジさせる。

⑦何回も試走させてより良いプログラムを作

らせる。

⑧１０分前に全員で体育館に移動し、一斉に

梵天丸をスタートさせる。

⑨止まった所を得点とすることを確認する。

⑩今日の学習内容を全体で復習する。

⑪本時の感想を記入させる。

４．味付け

最後に一斉にスタートさせる場合には、最初

に男女別にさせた後、若干のスタート位置の変

更を認めてから全員で再度スタートさせる。各

自二回のチャレンジで良い方の得点となること

を事前にしらせておく。生徒同士がぶつかった場合も関係なくして、止まった位置が得点とす

ることにより試走会が大変楽しいものとなる。

学 習 プ リ ン ト

チ ャ レ ン ジ 試 走 会 コ ー ス

1m70cm０ 点

40cm３ ０ 点

40cm５ ０ 点

40cm１ ０ ０ 点

30cm６ ０ 点

ヒ ン ト

ど こ で 止 め る か が ポ イ ン ト 。
プ ロ グ ラ ム 例
： １ ０ の だ ん
ぜ ん し ん ７ ,７
じ か ん ２ ０ の だ ん

： ２ ０ の だ ん
と ま れ

を 参 考 に し て つ く る 。

場 合 に よ っ て は 壁 を 活 用 し て セ ン サ ー で
戻 る よ う に 工 夫 す る の も 良 い 。


